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1. 機能性

· 利用（閲覧サービス）は誰でも行えるが、データ登録は管理者が行うものとする。
· 管理者がデータ登録を行う際には、認証処理を必要とする。
2. 信頼性

· 閲覧サービスは、システム保守のための停止期間を除き、24時間提供であること。
· 平均復旧時間は、2時間以内であること。
3. 使用性

· 画面の構成や表示の順番に統一性を持たせ、操作を覚えやすくすること。
4. 効率

· ユーザにストレスを与えない応答時間であること。
5. 保守性

· 障害原因を分析するためにログ機能(認証ログ、操作ログ、検索ログ、通信ログ)を備えること。
· DBデータ、ログファイルはバックアップを行うこと。
6. 可搬性

· 閲覧サービスは、主要なブラウザに対応すること。
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